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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第４期

第３四半期連結
累計期間

第４期
第３四半期連結
会計期間

第３期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年

12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年

12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

営業収益

（うち受取手数料）（千円）

4,995,842

(4,046,255)

1,718,786

(1,343,455)

8,058,023

(6,161,697)

経常損失（△）（千円） △980,005 △228,213 △793,441

当期純利益または四半期純損失

（△）（千円）
△2,456,048 △1,514,381 19,848

純資産額（千円） － 8,751,690 10,761,890

総資産額（千円） － 39,534,902 51,312,607

１株当たり純資産額（円） － 910.66 1,141.53

１株当たり当期純利益金額または

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

△280.90 △173.20 2.06

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 20.14 19.45

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△440,713 － △174,590

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,095,888 － 3,467,363

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,867,650 － △771,781

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 3,953,483 7,463,951

従業員数（人） － 532 532

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 532  

　（注）１．全社、投資・金融サービス業という単一のセグメントに属しております。

２．従業員は就業人員を表示しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 14  

　（注）　従業員は就業人員を表示しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　生産、受注及び販売の状況については、「３．財政状態及び経営成績の分析」における事業の種類別セグメントの業

績に示しております。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績

  当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国経済の減速が欧州やアジア圏の成長抑制につながり、

世界経済の減速圧力から輸出が減少、企業収益の悪化から設備投資が抑えられ、所得の伸び悩みから個人消費も

停滞するなど、景気後退色が強まりました。また、12月には米国自動車業界の経営環境が一段と悪化し、先行きに

不透明感を残しました。

　商品市況は、貴金属のように底堅さを見せるものもありましたが、世界経済の減速見通しから原油価格を中心に

全般的に調整圧力を受けました。全国市場売買高は21,829千枚（前年同期比59.2％）となりました。

　このような経済状況の中、当社グループは、中核企業である岡藤商事において、金地金を同社に預託することで

消費寄託料相当の金地金重量が増える金地金等定期取引「金の恵み」の販売を開始するなど、多様化する顧客の

資産運用ニーズを満たすべく金融サービスの提供に努めましたが、国内商品市況の低迷の影響は大きく、また株

式市況も金融不安の煽りを受け低調に推移したこともあり、当第３四半期連結会計期間における受取手数料が

1,343百万円、売買損益が168百万円となり、営業収益は1,718百万円となりました。

　営業費用は1,969百万円となったことにより、営業損失が250百万円、経常損失が228百万円となりました。四半期

純損失は投資有価証券評価損を1,265百万円計上したこともあり1,514百万円となりました。

　当社グループの当第３四半期連結会計期間における営業収益の状況はつぎのとおりであります。
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１．受取手数料

区分 金額（千円）

商品先物取引  

　 国内市場  

　 現物先物取引  

　 農産物市場 53,850

　 砂糖市場 3,645

　 繭糸市場 －

　 水産物市場 8

　 貴金属市場 1,066,124

　 アルミニウム市場 39

　 ニッケル市場 －

　 ゴム市場 71,147

　 石油市場 30,947

　 鉄スクラップ市場 70

　 小計 1,225,833

 現金決済取引  

　 貴金属市場 16,816

　 石油市場 6,136

　 小計 22,952

 指数先物取引  

 天然ゴム指数市場 245

 農産物・飼料指数市場 －

 小計 245

 オプション取引  

 農産物市場 －

 砂糖市場 －

 貴金属市場 －

 小計 －

 国内市場計 1,249,032

 海外市場計 37

 商品先物取引計 1,249,069

商品投資販売業  

 商品ファンド 10,673

商品先物取引 1,259,742

外国為替証拠金取引 45,986

証　券　取　引 37,726

 合　計 1,343,455

（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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２．売買損益

区分 金額（千円）

商品先物取引損益  

　 国内市場  

　 現物先物取引  

　 農産物市場 △17,057

　 砂糖市場 5,852

　 繭糸市場 －

　 水産物市場 －

　 貴金属市場 20,803

　 アルミニウム市場 －

　 ニッケル市場 －

　 ゴム市場 12,805

　 石油市場 △14,000

　 鉄スクラップ市場 －

　 小計 8,403

 現金決済取引  

　 貴金属市場 12,891

　 石油市場 47,440

　 小計 60,331

　 指数先物取引  

　 天然ゴム指数市場 －

　 農産物・飼料指数市場 －

　 小計 －

　 オプション取引  

　 農産物市場 －

　 砂糖市場 －

　 貴金属市場 －

　 小計 －

　 国内市場計 68,734

　 海外市場計 6,921

　 商品先物取引損益計 75,655

商品売買取引 △22,650

商品先物取引 53,004

外国為替証拠金取引 69,860

証　券　取　引 45,172

 合　計 168,036

（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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３．その他

区分 金額（千円）

商品投資顧問料等 119,912

商品ファンド管理報酬等 69,291

その他 18,090

合　計 207,294

　（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。

事業の種類別セグメント

　セグメント情報に記載のとおり、当社グループは「投資・金融サービス業」という単一のセグメントに属して

おります。

　なお、「投資・金融サービス業」の主な業務別の業績等はつぎのとおりであります。

① 商品業務

　当社グループの主力業務である商品業務につきましては、受取手数料は1,259百万円となり、売買損益は53百万円

の利益となりました。

　当社グループの当第３四半期連結会計期間における商品業務の営業収益はつぎのとおりであります。

Ａ．営業収益

区分 金額（千円）

受取手数料 1,259,742

売買損益 53,004

その他 191,466

合計 1,504,214

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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　当社グループの商品先物取引の売買に関して当第３四半期連結会計期間の状況はつぎのとおりであります。

Ｂ．商品先物取引の売買高の状況

市場名 委託（枚） 自己（枚） 合計（枚）

国内市場    

現物先物取引    

農産物市場 71,145 51,694 122,839

砂糖市場 3,238 1,702 4,940

繭糸市場 － － －

水産物市場 44 － 44

貴金属市場 379,961 87,444 467,405

アルミニウム市場 194 4 198

ニッケル市場 － － －

ゴム市場 174,194 7,463 181,657

石油市場 79,691 6,085 85,776

鉄スクラップ市場 70 － 70

小計 708,537 154,392 862,929

現金決済取引    

貴金属市場 28,376 5,490 33,866

石油市場 15,069 1,873 16,942

小計 43,445 7,363 50,808

指数先物取引    

天然ゴム指数市場 1,141 － 1,141

農産物・飼料指数市場 － － －

小計 1,141 － 1,141

オプション取引    

農産物市場 － － －

砂糖市場 － － －

貴金属市場 － － －

小計 － － －

国内市場計 753,123 161,755 914,878

海外市場計 － 30 30

合計 753,123 161,785 914,908

（注）１．主な商品別の委託売買高とその総委託売買高に対する割合は、つぎのとおりであります。

取引所名 銘柄名

当第３四半期連結会計期間

（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

委託売買高（枚） 割合（％）

東京工業品取引所 金 243,874 32.4

東京工業品取引所 ゴム 174,151 23.1

東京工業品取引所 白金 119,455 15.9

東京工業品取引所 ガソリン 54,749 7.3

東京穀物商品取引所 とうもろこし 26,776 3.6

  ２．商品先物取引における取引の最低単位を枚と呼び、例えば金１枚は１kg、とうもろこしは50トンというよう

に１枚当たりの数量は商品ごとに異なります。
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　当社グループの商品先物取引に関する売買高のうち、当第３四半期連結会計期間末において反対売買等により

決済されていない建玉の状況はつぎのとおりであります。

Ｃ．商品先物取引の未決済建玉の状況

市場名 委託（枚） 自己（枚） 合計（枚）

国内市場    

現物先物取引    

農産物市場 7,159 3,312 10,471

砂糖市場 528 － 528

繭糸市場 － － －

水産物市場 2 － 2

貴金属市場 13,457 90 13,547

アルミニウム市場 4 － 4

ニッケル市場 － － －

ゴム市場 3,560 124 3,684

石油市場 2,893 319 3,212

鉄スクラップ市場 30 － 30

小計 27,633 3,845 31,478

現金決済取引    

貴金属市場 2,675 － 2,675

石油市場 200 5 205

小計 2,875 5 2,880

指数先物取引    

天然ゴム指数市場 182 － 182

農産物・飼料指数市場 － － －

小計 182 － 182

オプション取引    

農産物市場 － － －

砂糖市場 － － －

貴金属市場 － － －

小計 － － －

国内市場計 30,690 3,850 34,540

海外市場計 － 20 20

合計 30,690 3,870 34,560

② 為替業務

　為替業務につきましては、受取手数料は45百万円となり、売買損益は69百万円の利益となりました。

　当社グループの当第３四半期連結会計期間における為替業務の営業収益はつぎのとおりであります。

　　営業収益

区分 金額（千円）

受取手数料 45,986

売買損益 69,860

その他 △338

合計 115,507

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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③ 証券業務

　証券業務につきましては、受取手数料37百万円、売買損益45百万円を計上しております。

　当社グループの当第３四半期連結会計期間における証券業務の営業収益はつぎのとおりであります。

　　営業収益

区分 金額（千円）

受取手数料 37,726

売買損益 45,172

その他 8,230

合計 91,129

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

所在地別セグメント

　所在地別セグメントについては、全セグメントの営業収益の合計額に占める「本邦」の割合が、90％を超えてお

りますので、記載を省略しております。

(2）キャッシュ・フロー

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末

に比べ3,510百万円減少し、3,953百万円となりました。 

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、つぎのとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における営業活動の結果使用した資金は８百万円となりました。これは、投資有価証券

評価損1,265百万円を計上したほか、金銭の信託の減少600百万円、顧客分別金信託の減少350百万円、委託者先物取引

差金（借方）の減少1,459百万円および差入保証金の減少1,921百万円等の資金増加要因があった一方で、税金等調

整前四半期純損失1,425百万円を計上したほか、預り証拠金の減少4,204百万円等の資金減少要因があったことによ

るものであります。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は1,069百万円となりました。これは、定期預金の

預入による支出1,047百万円や貸付による支出154百万円等があったことによるものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における財務活動の結果獲得した資金は433百万円となりました。これは、短期借入に

よる収入が2,300百万円あった一方で、短期借入金の返済による支出1,744百万円、長期借入金の返済による支出89百

万円、社債の償還による支出30百万円等があったことによるものであります。

(3）事業上および財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　  　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　    当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 27,000,000

計 27,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数(株)
（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,965,047 同左　
株式会社ジャスダック

証券取引所
単元株式数100株

計 9,965,047 同左　 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　

平成20年10月１日～
平成20年12月31日
　

－ 9,965,047 － 5,000,000 － 1,965,719

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

　 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 1,221,700
－ 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,741,100 87,411 同上

単元未満株式 普通株式　 　2,247 －
１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 9,965,047 － －

総株主の議決権 － 87,411 －

②【自己株式等】

　 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

岡藤ホールディン

グス株式会社

大阪市中央区本町

三丁目２番11号
1,221,700 － 1,221,700 12.26

計 －　 1,221,700 － 1,221,700 12.26

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 395 367 380 385 350 310 290 219 218

最低（円） 330 326 345 330 302 275 164 195 190

　（注） 株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年８月

10日内閣府令第64号）に基づくとともに、「商品先物取引業統一経理基準」（平成５年３月３日付、旧社団法人

日本商品取引員協会理事会決定）および「商品先物取引業における金融商品取引法に基づく開示の内容につい

て」（平成５年７月14日付、社団法人日本商品取引員協会理事会決定）に準拠して作成しております。また、有価

証券関連業固有の事項のうち主なものについては、「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年内閣府令

第52号）および「有価証券関連業経理の統一に関する規則」（昭和49年11月14日付日本証券業協会自主規制規

則）に準拠して作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※1
 5,726,937

※1
 8,752,320

委託者未収金 286,127 426,146

有価証券 182,076 －

商品 42,859 51,495

保管借入商品 32,050 －

保管有価証券 3,341,907 5,092,118

差入保証金 15,878,929 21,817,990

信用取引資産 486,432 785,624

信用取引貸付金 434,787 772,380

信用取引借証券担保金 51,645 13,244

金銭の信託 891,441 1,484,088

顧客分別金信託 550,000 680,000

預託金 535,000 865,000

委託者先物取引差金 2,317,567 1,983,627

貸付商品 448,700 －

繰延税金資産 19,965 146,607

その他 1,443,584 1,502,564

貸倒引当金 △28,134 △13,028

流動資産合計 32,155,445 43,574,554

固定資産

有形固定資産

建物 1,490,243 1,531,835

減価償却累計額 △755,699 △767,947

建物（純額） 734,544 763,887

土地 1,709,441 1,722,279

その他 853,968 786,168

減価償却累計額 △556,066 △525,233

その他（純額） 297,901 260,935

有形固定資産合計 2,741,887 2,747,102

無形固定資産

電話加入権 78,243 78,731

ソフトウエア 436,285 553,287

その他 9,384 18,879

無形固定資産合計 523,913 650,898

投資その他の資産

投資有価証券 1,991,541 2,375,270

出資金 88,575 132,300

破産更生債権等 422,380 361,333

役員長期貸付金 303,573 170,000
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

長期差入保証金 916,334 960,834

会員権 210,169 286,423

繰延税金資産 13,534 10,677

その他 573,797 474,024

貸倒引当金 △406,250 △430,813

投資その他の資産合計 4,113,655 4,340,051

固定資産合計 7,379,457 7,738,052

資産合計 39,534,902 51,312,607

負債の部

流動負債

短期借入金 700,000 1,382,100

1年内返済予定の長期借入金 332,400 409,400

1年内償還予定の社債 420,000 830,000

借入商品 853,864 －

未払法人税等 103,374 149,328

未払消費税等 8,784 85,963

預り証拠金 19,891,932 25,992,707

預り証拠金代用有価証券 3,085,507 5,092,118

信用取引負債 292,220 415,408

信用取引借入金 277,679 402,164

信用取引貸証券受入金 14,541 13,244

未払金 195,290 513,632

賞与引当金 31,096 213,000

役員賞与引当金 1,075 14,050

その他 2,070,816 2,045,612

流動負債合計 27,986,361 37,143,320

固定負債

社債 460,000 770,000

長期借入金 437,500 680,800

退職給付引当金 459,259 440,100

役員退職慰労引当金 469,695 450,008

負ののれん 481,571 575,027

繰延税金負債 169,649 186,876

その他 66,273 30,214

固定負債合計 2,543,948 3,133,028

特別法上の準備金

商品取引責任準備金 250,331 257,709

証券取引責任準備金 － 16,658

金融商品取引責任準備金 2,569 －

特別法上の準備金合計 252,901 274,368

負債合計 30,783,211 40,550,717
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,000,000 5,000,000

資本剰余金 2,076,233 2,128,693

利益剰余金 3,129,593 5,664,333

自己株式 △748,570 △748,516

株主資本合計 9,457,256 12,044,511

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △175,320 △898,038

土地再評価差額金 △1,210,191 △1,210,191

為替換算調整勘定 △109,502 44,667

評価・換算差額等合計 △1,495,013 △2,063,562

少数株主持分 789,448 780,941

純資産合計 8,751,690 10,761,890

負債純資産合計 39,534,902 51,312,607
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業収益

受取手数料 4,046,255

売買損益 284,068

その他 665,518

営業収益合計 4,995,842

営業費用

取引所関係費 211,283

人件費 ※1
 2,780,768

調査費 158,119

旅費及び交通費 168,458

通信費 261,098

広告宣伝費 188,210

地代家賃 595,452

電算機費 551,104

減価償却費 86,081

賞与引当金繰入額 35,342

役員賞与引当金繰入額 1,075

役員退職慰労引当金繰入額 47,700

退職給付費用 106,936

貸倒引当金繰入額 20,438

その他 958,877

営業費用合計 6,170,947

営業損失（△） △1,175,105

営業外収益

受取利息 22,248

受取配当金 37,782

有価証券売却益 114,996

負ののれん償却額 93,456

その他 27,226

営業外収益合計 295,709

営業外費用

支払利息 40,533

為替差損 26,398

その他 33,678

営業外費用合計 100,610

経常損失（△） △980,005
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

特別利益

商品取引責任準備金戻入額 7,377

金融商品取引責任準備金戻入 14,089

投資有価証券売却益 13,076

貸倒引当金戻入額 33,625

その他 7,944

特別利益合計 76,113

特別損失

固定資産売却損 6,953

固定資産除却損 24,680

店舗閉鎖損失 16,407

投資有価証券売却損 908

投資有価証券評価損 1,273,597

その他 4,990

特別損失合計 1,327,536

税金等調整前四半期純損失（△） △2,231,429

法人税、住民税及び事業税 72,389

法人税等調整額 133,913

法人税等合計 206,303

少数株主利益 18,315

四半期純損失（△） △2,456,048
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

営業収益

受取手数料 1,343,455

売買損益 168,036

その他 207,294

営業収益合計 1,718,786

営業費用

取引所関係費 64,000

人件費 ※1
 924,836

調査費 50,546

旅費及び交通費 56,388

通信費 96,827

広告宣伝費 56,835

地代家賃 191,525

電算機費 163,034

減価償却費 31,511

役員退職慰労引当金繰入額 20,118

退職給付費用 36,278

貸倒引当金繰入額 5,234

その他 272,627

営業費用合計 1,969,765

営業損失（△） △250,978

営業外収益

受取利息 7,061

受取配当金 2,514

有価証券売却益 10,595

負ののれん償却額 31,152

その他 9,016

営業外収益合計 60,340

営業外費用

支払利息 13,428

為替差損 22,625

その他 1,520

営業外費用合計 37,574

経常損失（△） △228,213

EDINET提出書類

岡藤ホールディングス株式会社(E03739)

四半期報告書

20/32



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

特別利益

商品取引責任準備金戻入額 691

投資有価証券売却益 12,986

貸倒引当金戻入額 30,100

賞与引当金戻入額 31,307

特別利益合計 75,084

特別損失

固定資産除却損 1,000

投資有価証券評価損 1,265,408

その他 5,668

特別損失合計 1,272,077

税金等調整前四半期純損失（△） △1,425,206

法人税、住民税及び事業税 8,027

法人税等調整額 76,406

法人税等合計 84,433

少数株主利益 4,741

四半期純損失（△） △1,514,381
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △2,231,429

減価償却費 86,081

有形固定資産売却損益（△は益） 6,953

固定資産除却損 24,680

有価証券売却損益（△は益） △127,164

投資有価証券評価損益（△は益） 1,273,597

負ののれん償却額 △93,456

受取利息及び受取配当金 △60,030

支払利息 40,533

為替差損益（△は益） 63,193

金銭の信託の増減額（△は増加） 592,646

預託金の増減額（△は増加） 330,000

商品取引責任準備預金の増減額（△は増加） 5,485

たな卸資産の増減額（△は増加） 9,078

委託者先物取引差金（借方）の増減額（△は増
加）

△337,763

委託者未収金の増減額（△は増加） 140,018

差入保証金の増減額（△は増加） 5,908,899

長期差入保証金の増減額（△は増加） 39,562

保管有価証券の増減額（△は増加） △256,400

貸付商品の増減額（△は増加） △448,700

保管借入商品の増減額（△は増加） △32,050

その他の流動資産の増減額（△は増加） 101,262

未収入金の増減額（△は増加） 27,511

信用取引資産の増減額（△は増加） 299,191

顧客分別金信託の増減額（△は増加） 130,000

破産更生債権等の増減額（△は増加） △61,047

賞与引当金の増減額（△は減少） △181,903

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,457

未払金の増減額（△は減少） △312,830

商品取引責任準備金の増減額（△は減少） △7,377

預り証拠金の増減額（△は減少） △6,055,841

預り金の増減額（△は減少） △162,070

信用取引負債の増減額（△は減少） △123,187

借入商品の増減額（△は減少） 853,864

その他の流動負債の増減額（△は減少） 184,537

退職給付引当金の増減額（△は減少） 19,158

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 19,686

その他 9,054

小計 △335,711

利息及び配当金の受取額 69,270

利息の支払額 △36,691

法人税等の支払額 △137,581

営業活動によるキャッシュ・フロー △440,713
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,120,004

定期預金の払戻による収入 620,004

有形固定資産の取得による支出 △53,322

有形固定資産の売却による収入 12,700

無形固定資産の取得による支出 △72,905

投資有価証券の取得による支出 △395,545

投資有価証券の売却による収入 181,137

会員権の返還による収入 62,000

貸付による支出 △400,101

その他 70,149

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,095,888

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入による収入 3,830,000

短期借入金の返済による支出 △4,512,100

長期借入金の返済による支出 △320,300

社債の償還による支出 △720,000

自己株式の取得による支出 △54

親会社による配当金の支払額 △131,151

少数株主への配当金の支払額 △8,274

その他 △5,769

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,867,650

現金及び現金同等物に係る換算差額 △106,215

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,510,467

現金及び現金同等物の期首残高 7,463,951

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,953,483
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　当社グループは、前々連結会計年度において477,032千円

の営業損失を計上し、前連結会計年度において767,490千円

の営業損失を計上したことにより、前連結会計年度の有価

証券報告書で、「継続企業の前提に関する開示について」

（日本公認会計士協会監査委員会報告第74号）に基づき、

継続企業の前提に関する重要な疑義が存在していると判断

している旨開示いたしましたが、当第３四半期連結会計期

間においても当該状況を解消していない状況にあります。

　当該状況に対応するべく、当社グループは、グループ再編

を実施し、経営資源の選択と集中により経営の効率化を図

るとともに、商品業務、証券業務、為替業務におけるそれぞ

れの業務効率を高め、より質の高い投資・金融サービスの

開発、提供を推進することで収益基盤の強化を図ります。

　これに加えて、グループ全体の経費の点検と費用対効果の

検証を実施し、徹底した経費削減に取組むことで収支の改

善を図ります。

　なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成さ

れており、このような重要な疑義の影響を四半期連結財務

諸表には反映しておりません。　
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

（1）連結の範囲の変更

　株式会社オクトキュービックは、平成

20年９月29日付で、三京証券株式会社

との吸収合併により消滅しております

ので、第２四半期連結会計期間より連

結の範囲から除外しております。

（2）変更後の連結子会社の数

11社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更

商品

　通常の販売目的で保有する商品につ

いては、従来、先入先出法による原価法

によっておりましたが、第１四半期連

結会計期間より「棚卸資産の評価に関

する会計基準」（企業会計基準第９号

　平成18年７月５日）が適用されたこ

とに伴い、主として先入先出法による

原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）により算定しております。

　これによる当第３四半期連結累計期

間における営業損失、経常損失および

税金等調整前四半期純損失に与える影

響はございません。

（2）リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース

取引については、従来、賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっており

ましたが、「リース取引に関する会計

基準」（企業会計基準第13号（平成５

年６月17日（企業会計審議会第一部

会）、平成19年３月30日改正））及び

「リース取引に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第16号

（平成６年１月18日（日本公認会計士

協会　会計制度委員会）、平成19年３月

30日改正））が平成20年４月１日以後

開始する連結会計年度に係る四半期連

結財務諸表から適用することができる

ことになったことに伴い、第１四半期

連結会計期間からこれらの会計基準等

を適用し、通常の売買取引に係る会計

処理によっております。
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当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

 　また、所有権移転外ファイナンス・

リース取引に係るリース資産の減価償

却の方法については、リース期間を耐

用年数とし、残存価額を零とする定額

法を採用しております。

　なお、リース取引開始日が平成20年３

月31日以前の所有権移転外ファイナン

ス・リース取引については、引き続き

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた

会計処理によっております。

　これによる当第３四半期連結累計期

間における営業損失、経常損失および

税金等調整前四半期純損失に与える影

響は軽微であります。

【会社等の財政又は経営の状態等に関する事項で、当該企業集団の財政状態及び経営成績の判断に影響を与えると認

められる重要なもの】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

（他の会社等の財務および営業または事業の方針を決定

する機関に対する支配が一時的であるため連結の範囲に

含めなかった子会社の内容）

　当社の連結子会社である金億（香港）有限公司が、平成

20年５月30日付で、投資不動産を所有する興弘有限公司の

株式を100％取得したことにより、当社の子会社となりま

したが、この取得は一時的であり、本年度中の転売を予定

しておりますので、連結の範囲に含めないものとしており

ます。

　当該会社の概要

　商号 興弘有限公司

　事業内容 不動産事業　

　事業規模

（資本金、総資産、純資

産については、平成20年

12月31日現在のもので

あり、売上高、当期純利

益については、平成20年

１月１日から平成20年

12月31日までの事業年

度のものであります。）

資本金：２香港ドル

総資産：60百万香港ドル

純資産：39百万香港ドル

売上高：１百万香港ドル

当期純利益：０百万香港ドル
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

（特別法上の準備金「金融商品取引責任準備金」の取扱

いについて）

　特別法上の準備金として、従来は旧証券取引法第51条第

１項の規定により積立てておりました「証券取引責任準

備金」につきましては、金融商品取引法の施行に伴い、第

１四半期連結会計期間より、金融商品取引法第46条の５第

１項の規定に基づく方法により積立てた「金融商品取引

責任準備金」へと変更しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前

四半期純損失が５百万円減少しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１．担保資産 ※１．担保資産

　担保に供されている資産で、事業の運営において重

要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比べ

て著しい変動が認められるものは、次のとおりであ

ります。

 

預金               1,400,000千円 預金 900,000千円

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１．人件費の内訳は、次のとおりであります。

役員報酬 346,137千円

従業員給与 2,083,274 

退職金 2,296 

福利厚生費 349,060 

合計 2,780,768 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※１．人件費の内訳は、次のとおりであります。

役員報酬 120,344千円

従業員給与 697,293 

福利厚生費 107,198 

合計 924,836 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 5,726,937千円

預入期間が３か月を超え

る定期預金
△83,160 

商品取引責任準備預金 △290,294 

担保に供している定期預

金
△1,400,000 

現金及び現金同等物 3,953,483 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　9,965,047株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　1,221,745株　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 131,153 15.0 平成20年３月31日 平成20年６月30日

 資本剰余金

 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

      当社グループは、①商品先物取引の受託および売買、②商品ファンドの販売、③商品の投資顧問などの商品

業務を中心として証券業務および為替業務などを行い、顧客に対して資産運用面で幅広い金融サービスを提

供しており、これらの営業活動は、金融その他の役務提供を伴っております。従って、当社グループの事業区分

は「投資・金融サービス業」という単一のセグメントに属しております。

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

      全セグメントの営業収益の合計額に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

      海外営業収益が、連結営業収益の10％未満のため、海外営業収益の記載を省略しております。

（有価証券関係）

　　当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　　その他有価証券で時価のあるものについては、事業の運営において重要なものとなっておりますが、前連結会計

年度の末日に比べて著しい変動があるとは認められませんので、記載を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

　　当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

デリバティブ取引については、事業の運営において重要なものとなっておりますが、前連結会計年度の末日に

比べて著しい変動があるとは認められませんので、記載を省略しております。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額       910円66銭　 １株当たり純資産額 1,141円53銭　

２．１株当たり四半期純損失金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額      280円90銭　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額     173円20銭　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純損失（△）（千円） △2,456,048 △1,514,381

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失(△）（千円） △2,456,048 △1,514,381

期中平均株式数（千株） 8,743 8,743

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

（リース取引関係）

　　当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　　リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、リース取引残高が前連結会計年度の末日に比べて著しい変動

があるとは認められませんので、記載を省略しております。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月12日

岡藤ホールディングス株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宮澤　正則　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 朝貝　省吾　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 金本　光博　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている岡藤ホールディング

ス株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日

から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につい

て四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、岡藤ホールディングス株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在

の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連

結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　追記情報

　「継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況」に記載されているとおり、会社グループは継続的な営業損　

失を計上しており、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在している。当該状況に対する経営者の対応等は当該注記に

記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な影響を四半期連結財務

諸表には反映していない。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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